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論文審査の結果の要旨 

 

１． 研究目的の評価 

 本研究は、日本脳炎ウイルスに対する簡便なワクチン開発を目的として、DNA

ワクチン投与法の開発を行ったものであり、目的は妥当である。 

 

２． 研究手法に関する評価 

 マウスを用い、DNA ワクチン投与後の抗原発現細胞、中和抗体の産生、ウイ

ルス感染に対する防御効果について検討し、また防御免疫の受け身移入実験も

行っており、評価できる。 

 

３． 解析・考察の評価 

 ウイルス蛋白発現プラスミドを金コロイドと混和して免疫することにより、

少量の DNA で効果的な防御免疫を誘導できることを示した。また、抗体は IgG1

が主であったことから、この免疫方法では Th2 反応優位になることが示唆され

た。安価で簡便な免疫方法であり、大型動物のワクチンなど今後の発展が期待

できる。 

 

 

 以上のように本論文はワクチン開発に貢献するところ大であり、審査員は全

員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
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